
中央家保ニュース2024 Vol.1

広報“家畜の健康”
発行機関：熊本県中央家畜保健衛生所 住所：熊本市南区城南町沈目1666-1
TEL：0964-28-6021 E-mail：chuuoukaho@pref.kumamoto.lg.jp HP address：https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/78/

４月１日からBSE検査体制が変わります

１. 進行性のBSEが否定できない症状を呈する死亡牛
（全月齢）が検査対象となります。

(歩行困難、起立不能等の症状があっても治療に反応し症状が緩
和されたなどの場合は検査対象とはなりません。)

２. 化製場に併設されたBSE検査所を閉所します。
(検査対象牛は、獣医師が指示するまで（株）熊本蛋白ミール公社
へ搬入できません。)

１. 死亡前に歩行困難又は起立不能があった牛は、
死亡牛処理整理票兼届出書による届出が必要です。

２. 1.の牛については、獣医師がBSE検査対象か否か
を判断します。

３. 検査対象牛の（株）熊本蛋白ミール公社への搬入日時
については、原則、獣医師の指示を受けてください。

４. 死亡牛処理整理票兼届出書が未記入の場合、検査
受付できません。運送事業者に死亡牛の搬入を依頼
する際は記入してあるか確認してください。
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新 年 度 所 長 挨 拶

日頃から、家畜衛生の推進に御理解と御協力を賜り、感謝申し上げます。昨年度は豚熱ワクチ
ン接種が開始されました。九州における野生イノシシ感染確認の前に初回全頭接種完了という
先手を打てたことは、関係者の御尽力の賜物と考えております。一方、隣の韓国では、ワクチン
のないアフリカ豚熱が拡大しています。また、鳥インフルエンザについても、今シーズン、県内に
おいても野鳥への感染が複数確認されており、油断できない状況は続いています。
このような中で新年度を迎え、中央家保も定期人事異動により新たな体制となりました。新しい
知事の方針である熊本の農林畜水産業日本一を見据え、畜産振興の土台となる家畜伝染病予
防を更に推進してまいります。関係各位、一層の御支援と御協力をお願い申し上げます。

所長 濱田公男
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転入者から挨拶

 総務課
主幹兼総務課長 武富 千佳
観光振興課から異動してきました。総務経理業務からはしばらく離れていましたが、皆様

にご迷惑をおかけしないようにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
 衛生課

衛生課長 川邊 久浩
人吉市の城南家保から異動してきました川邊です。中央家保は初めての勤務となり、分か

らないことが多々ありますが、畜産農家の生産性向上と経営安定化に少しでも寄与できます
よう、頑張りますので、よろしくお願いいたします。

 防疫課
参 事 佐倉 由美
農林水産省動物検疫所から出向してまいりました。熊本の土地と家保の業務に早く慣れ、

家畜伝染病予防や衛生向上のために精一杯取り組んでいきたいと思います。どうぞよろしく
お願いします。

 検査課
主幹兼検査課長 内山 由香（城南家畜保健衛生所）
中央家保は地元でもあり2度目の勤務です。前回同様、検査専門の部署のため外に出る機会

は少ないと思いますが、畜産振興の一助となるよう努めてまいりますのでよろしくお願いい
たします。
主任技師 松本 卓也（城北家畜保健衛生所）
城北家保から異動してきました。研修後、細菌検査の担当をする予定です。しっかりと勉

強をして、少しでも畜産農家の方々のお役に立てるよう頑張ります。よろしくお願いします。

近隣諸国における悪性伝染病発生情報

定期的な消毒を実施しましょう！

毎月２０日はくまもと家畜防疫の日

病名 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）
台湾 家きん（16件） 3月

アフリカ豚熱 韓国 野生いのしし（145件） 2月下旬～3月

口蹄疫 タイ 飼養牛（10件） 2023年
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